
高
川
公
民
館
コ
ー
ナ
ー 

高川地区キャッチフレーズ 

～高川で“わく わく わく” 

  湯がわく 和がわく 笑顔わく

～ 

平成２１年７月号 

令和４年４月号 

TEL 83-1001 FAX 83-0486 

―４― 

高
川
地
区
後
継
者
育
成
委
員
会 

高川地区キャッチフレーズ 

～高川で“わく わく わく” 

  湯がわく 和がわく 笑顔わく

～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３
月
27
日
（
日
）
、
高
川
公
民
館
に
お
い

て
、
高
川
地
区
後
継
者
育
成
委
員
会
（
愛

称
・
高
川
い
き
い
き
会
・
清
水
恒
男
委
員
長
）

か
ら
、
木
下
裕
樹
さ
ん
・
伊
寿
美
さ
ん
ご
夫

妻
に
結
婚
祝
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

 
こ
の
制
度
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
高
川

地
区
独
自
で
始
ま
り
、
出
産
・
結
婚
・
転
入

に
対
し
て
お
祝
い
を
し
て
い
る
も
の
で
、
今

回
の
贈
呈
で
延
べ
42
組
目
と
な
り
ま
し

た
。
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
高
川
地
区
で

後
継
者
の
誕
生
が
続
く
こ
と
は
、
非
常
に
う

れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。 

 

清
水
委
員
長
か
ら
「
今
後
も
地
域
で
の
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
お
祝
い
の
言
葉

が
贈
ら
れ
、
木
下
ご
夫
妻
か
ら
は
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

木下裕樹さん・木下伊寿美さん 

ご
支
援
ご
協
力
の
お
願
い 

ご
支
援
ご
協
力
の
お
願
い 

西
予
市
消
防
団
高
川
分
団
第
１
部

で
は
、
去
る
４
月
３
日
（
日
）
新
ポ
ン

プ
自
動
車
入
魂
式
が
厳
か
に
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。 

入
魂
式
は
、
こ
れ
ま
で
使
用
し
て
い

た
消
防
車
両
が
26
年
の
役
目
を
終
え
、

新
車
両
が
納
車
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
当
日
は
梅
川
俊

一
神
官
を
祭
主
に
お
迎
え
し
、
総
務
区

長
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
及
び
消

防
団
員
等
で
地
区
の
無
火
災
無
災
害

を
祈
念
さ
れ
ま
し
た
。 

新
車
両
は
、
西
予
市
が
令
和
３
年
度

消
防
団
装
備
整
備
事
業
に
て
約
２
７

０
０
万
円
で
購
入
し
た
も
の
で
、
中
本

正
志
部
長
（
令
和
３
年
度
）
は
「
新
た

な
気
持
ち
で
い
つ
く
る
か
わ
か
ら
な

い
災
害
に
備
え
る
と
共
に
、
防
災
・
減

災
に
努
め
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

新ポンプ車 

 

こ
の
た
び
の
異
動
で
、
宇
和
島
警
察
署

遊
子
駐
在
所
か
ら
城
川
東
駐
在
所
に
着

任
さ
れ
た
、
松
下
佳
津
也
さ
ん
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

まつした かずや 

松下 佳津也 城川東駐在所長 

 

恒
例
の
桃
の
花
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
が

３
月
27
日
か
ら
４
月
12
日
の
間
、
高
川

地
域
づ
く
り
会
（
玉
川
浩
幸
会
長
）
に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
年
は
、
「
彩
の
丘
」
の
桃
に
も
ラ
イ 

ト
ア
ッ
プ
！ 

田
ん
ぼ
に
映
り 

込
む
ラ
イ
ト
ア 

ッ
プ
さ
れ
た
桃 

の
花
の
景
色
は 

幻
想
的
で
と
て 

も
綺
麗
で
し
た
。 


